失神の診断と治療　植込み型ループ心電レコーダー(implantable loop recorder:ILD)の有用性と限界 by 小林 洋一
第 58回昭和医学会総会教育講演②
失神の診断と治療
―植込み型ループ心電レコーダー（implantable loop recorder :  ILD）の有用性と限界―
昭和大学医学部内科学教室（循環器内科学部門）










































































います（図 2）．図上段に示すように ESC2009 ガイ
ドラインでは，最初の失神の出現時期は最初のピー






































































































































































































































































表 6　ILR 植込み例の経過 （N＝ 21 例）




確定診断 15 例　（AVB 2　就眠中無自覚）
 NMS 9，Cardiac 5（AVB 3，VSA1，Aﬁb 1），てんかん　1
自動診断の誤解析 5 種類／ 4例
 R undersense → brady or asystole
 noise oversense → tachycardia
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断がつかず，植込み型の心電図を入れて失神を起こ
しました．この時の心電図記録ですが，心停止を確
認できました．（図 12A，B）房室ブロックを起こ
して補充調律が出現せずに心室停止が生じておりま
す．この方は，この後ペースメーカーを植え込んで
外来に元気に通っております．
　問題点としては，いくつかあげられますが，筋電
図のノイズが入ったり，植込み機器の移動により
A
B
図 12
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電位が小さくなり心停止と誤認したりしないように
しなければなりません．植え込み後は注意深い解析
が必要です．
　結論ですけれども，今回紹介した植込み型の心電
図は非常に有用性も高いんですけれども，失神の再
発を待つという意味で，再発した時が突然死という
ことにならないように，やはりティルト試験などの
適切な検査をして，その後に入れるべきであるとい
うことを強調しておきたいと思います．
　どうもご静聴ありがとうございました．
（拍手）
洲崎　失神の診断と治療について，大変有意義なご
講演をいただきました．残念ながら時間になりまし
たので，このセッションを終わらせていただきます
けども，小林教授には，もう一度，温かい拍手をお
願いいたします．
（拍手）
司会　小林先生，洲崎先生，ありがとうございました．
